
270 第45巻　日本公衛誌　第3号 平成10年3月15日

摸擬演習（Simulation Exercise : SE）による公衆衛生教育

矢野 栄二 田宮菜奈子 長谷川友紀

目的　医学教育全体の中の公衆衛生実習のありかたについての反省から，将来医師として必要な衛生学・公

衆衛生学の知識・技法・態度を習得するために有用な実習方法を見い出す。

方法　米国のビジネススクールのケースメソッド等にヒントを得，模擬演習（Simulation Exercise:以下

SE）による実習を考案した。実際に公衆衛生活動が行われる地域・職域の模擬的な状況または患者を

シミュレーテッドケース（Simulated Case. 以下SC）と呼ぶ。SCの内容は，公衆衛生活動のあらゆる

分野に渡り，各々5-10の課題を含んでいる。このSCを少人数の学生グルーブ毎に一提示し，現場の公

衆衛生担当医および臨床医がこれらの公衆衛生的課題にどう対応するかの立場に立って，教官の助言

を適宜得ながら，学生が主体的に考え，議論し，調べる中で学んでいく。課題には必ずしも正解はな

く，学生の評価は，知識より，態度・行動の評価に重きをおき，目安として，積極的な参加（Commit-

ment），多面的な視点（Comprehensiveness），論旨の明快さ（Clearness），諭旨の一貫性（Consistency）

の4Cの視点を考えた。1週問のSE期間の最終日には，発表会を設け，各グループが15分程度で，口

ールプレイやOHPなどを用いて互いの成果を発表した。

成績　学生への無記名アンケートの結果，80％以上の学生が興昧を持って積極的に参加し，衛生学・公衆衛

生学への考えが良い方向へ変わったと回答していた。また教師側にとっても，医学教育の中で自分達に

何が求められているかを考えるきっかけとなった。

結諭　SEは学生にとって，この分野への関心を高め，将来臨床や地域医療等の場で，衛生学・公衆衛生学

的観点に立った判断し行動する能力を高めると考えられる。SEは衛生学・公衆衛生学の実習形式とし

て有用である。
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